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1 はじめに
今日、インターネットの普及に加え、スマートフォン

等の急速な拡大により、国民全体として ITに触れる機
会が増大している。このため、文部科学省は子供から学
生、社会人、高齢者に至るまで、それぞれに必要とされ
る情報の利活用能力の現状を把握し、ITに関する知識
を身に着けるための取り組みを推進している。その一
例として、学校の高速ブロードバンド接続、1人 1台の
情報端末配備、電子黒板や無線 LAN環境の整備、デジ
タル教科書・教材の活用などが挙げられる。デジタル教
科書とは、デジタル機器や除法端末向けの教材のうち、
既存の教科書の内容と、それを閲覧するためのソフト
ウェアに加え、編集、移動、追加、削除などの基本機能
を備えるものである。デジタル教科書の機能の一つに
ノートテイキングがある。デジタル教科書のノートテイ
キングとは、通常の画面にノートをとるだけでなく、教
科書の内容に注釈や下線を付加すること等も含まれる。
ノートテイキング手法の一つにコンセプトマップがあ
る。コンセプトマップとは、コーネル大学のジョセフ・
D・ノヴァクらが 1970年代に開発したもので、学生の
科学的知識を表現する手段として考案したものである。
本研究では、コンセプトマップを利用したノートテイキ
ング機能を実装したデジタル教科書の開発を行う。

2 コンセプトマップによるノートテイキング
機能

本研究では、「歴史」を対象にコンセプトマップを利
用したノートテイキング機能の開発を行う。教科書から
キーワードを選び、そのキーワードを親とするノード
を作成し、そのノードにリンクやノードを自由に付加
していくことによりノートテイキングを行う。その際、
ルートノードに必ず時間に関するノードを付加する。こ
れは、対象を「歴史」とした場合、ルートノードに時間
や時代に関する属性値を付与することにより親ノード
の時系列を明らかにできる。さらに、複数のコンセプト
マップに同じノードがある場合、複数のコンセプトマッ
プの合成が可能になる。これにより、キーワードの全体
像を把握し、幅広い知識を吸収でき、文章では表現する
ことが難しい時間軸に起こった出来事やキーワードの持
つ意味を分類・整理することが出来る。

3 システムの構築
3.1 構築方法

本研究では、オープンソースの「mindmaps-master」
を利用してシステムを構築した。デジタル教科書から
キーワードを抽出し、それを元にルートノードを作成し、

時間に関するノードを付与する機能の実装を HTML、
JavaScriptを用いて行った。

3.2 キーワードからコンセプトマップの作成

デジタル教科書上で選択されたキーワードをコンセプ
トマップに表示する。学習者は表示されたキーワードか
らテーマとなるキーワードを選択する。選択されたキー
ワードは親ノードに反映され、キーワードがいつの時代
のことであるか入力を促す。さらに、親ノードにノード
を適宜追加することでコンセプトマップを作成する。

3.3 同じ値を持つコンセプトマップの合成

テーマの異なるコンセプトマップでも親ノードもし
くは子ノードの値が同じものは合成することができる。
これにより詳細なコンセプトマップの作成が可能にな
り、ノードの関連性を明確化し、理解を深めることにつ
ながる。

図 1 ノートテイキングの流れ

4 まとめ
本研究では、デジタル教科書にコンセプトマップを利

用したノートテイキング機能を構築した。追加された
キーワードに合わせて時間、時代に関するノードを付与
する機能、同じノードを活用してコンセプトマップを合
成する機能を実装した。
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